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件 穴 避 革 赴 周 称 り お 紛 忠 
EN 
) 、 必 KG り 「 往 還 N 雪 直 」 
ざり 加 療 つ お 9 坦 還 な 門 相 
も つり 下層 G 遼 年 り 要 や つ お 
謙 了 GQ り JP Nm いつ お 己 了 G 現 加代 MG で お G 
7 半 集 だ で 時 国 叫 PS お お 表 下 過 尋 態 ぐ 吾 
信和 間 や いう 天羽 の 照代 Shke9 本 よ 反 ” 節 因 
せ お 脚 慌 ゴ 剛 了 り 由 祥 xo く ャ G 昼 択 撤 坦 べ りう ツ 
りり 尽 民 諸 普 丸 画 つ 弄 聡 如 半 路 入 肌 つ お ( 坂 鈴 
長 )? 実 公 只 記 り 提 い で SR お 屋 熊 公 卓 隊 か で 
表 じ 隊 角 尋 志望 ? 叶 ン 和 GE で SS 党 抜 S 宙 
井 弓 避 量 神 剖 思 時 肖 江 土 う ^ ろう で @he 棚 塞 
ざっ うなり) 江 可 で で お 9 選 了 Q 宗 品 - の る 玉 人 時 
ペン リポ 定 屋 飲 G 畠 応 中 直 票 者 更 移 統 つ お 9 
信人 だ G 釣 選 く G 嘱 愉 束 掴 G 折り 表 ポ 3Om 可 
陣 お 時 ?^ 交代 り う 証 り が 還 性 相 表 豆 局 
Xe 時 陳 -JQ KG 下り 和 姓 も りく りつ お GPS 
nxQ? 弄 二 G 壁 陣 り いう ろり? 窟 坦 G ト で マ k 生 G 是 和 
Sy っ 2 の Ge 衣 洪 評 豆 や | 豆 記 つり うお 6 ゆり < 
下 統 馬 還 や Q ッ て 中公 臣 舞 0 尺 ポ 朋 っ eS 当 ト で 
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義経 営 の ある 高 航 と 頂き か ら 北 上 川 の 上 流 を 望む . 右 頁 は 盤 井川 の 上 流 , 骨 美 湊 . 


石器 時 代 の 遺跡 


東北 に は 纏 交 式 女 化 が 栄え た か ら , その な ご り の 土器 や 石器 が よく 発見 され る . た また 
ま 下 泉 に 近い 水沢 町 で ゃ , 幼女 式 後期 に 属す る か な り 大 きい 遺跡 の 発掘 に ゆき あ 軸 せ た . 
ざ 今 は 田園 に な っ て いる 遺跡 の 発掘 風景 ・② 土 器 を 石 で 囲ん だ 中 期 の 炉 寺 .③ 掘 り だ し 
た ば か り の 副 . 婦 や か な 赤色 が 残っ て いた が , 陽 に 当る と すぐ 稔 色 し た . ④ 信 仰 の 対象 
か と 思 れ る 土偶 の 破片 .② 石 棒 . 武器 か 或 は 指揮 棒 で あろ う . ⑤⑯ 鉢 . ⑦ 土 当 .⑤⑨ 副 . 


東北 に は 大 和 朝 廷 が , 明 
夷 を 制す る た め に 築い た 
古い 城 の 跡 が いく つか あ 
る . 多賀 城 は 天下 時 代 に 
陸奥 鎖 所 の お か れ た 所 で 
長い 間 東 北 経 略 の 中 心 だ 
っ た . 塩釜 の 西方 に あ た 
り , な だ ら か な 丘陵 ①③⑤ 
で 中 央 部 に は 乾 の 碑 と 呼 
ぶ ぷ ぶ 多賀城 古 碑 が 逆 堂 に お 
お われ て の こっ て いる ⑤-. 


胆沢 城 寺 め . 延 暦 年 間 に 
征夷 大 特 軍 坂上 田村 啓 が 
築い た も の -. 鎮守 府 は の 
ち に ここ へ うつ る . 王 泉 
か ら 北 へ 二 十 任 , 北上 
川 の ほとり , 方 八 町 と い 
少 れ る が すべ て 田地 と な 
っ た . ⑥ は ほぼ 城 の 外 経 
に あたり , 左手 は 北上 川 
の 崖 に な る . ③④ 城 二 に は 
北上 川 を 背 に し て 古い 八 
幡 宮 が ある - 土器 や 瓦 

地図 女 書 の 類 , 田村 魔 の 
師 刀 と 称す る 直 刀 な ど を 
若い 宮司 が 出し て 見 せ た 
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時 は 死ん 


, 頁 任 は 小松 ヵ 本 


が 
て 敗れ て か ら , 衣川 関 を ゃ 失い , 厨川 で 


減 ん だ . 義家 と 貞 任 の 故事 が 


語り 草 と な 
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小松 ヵ 棚 拉 - 


前 九 年 の 役 の 古戦場 
戦は 十 二 年 も 続く うち | 


代 秀 衡 の 頃 か ら 藤 原 秀 


る 衣川 聞 は いま 中 尊 寺 の ある 関山 だ と さ 
清 


れ て いる が , 小松 ヵ 柚 寺 は そこ か ら 約 七 


料 盤 井川 が 著しく 蛇行 し て 
作っ て いる か の よう に 見 える 場所 で ある . 


で 子 の 貞 任 が 戦っ た 

郷 , い 市 ゆる 依 藤 太 の 子 天 と いわ れ て い 
る が , その 眞 傷 の ほど は 疑 し い . 

で は 藤原 四 代 の 系 図 を , 

を つけ て 書い た 


奥州 藤原 氏 も , 
な の で , 


安倍 氏 及 び 藤 原 氏 の 系 図 
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① 太 田川 上 流 に 達 谷 窟 と いう 所 が ある . 涯 面 に 大 日 如 來 
が 彫 られ , 胸 か ら 下 は 剣 落し た が 縦 十 二 尺 余 , 幅 九 尺 余 
の 顔 と 肩 の 一 部 が 残る 源 頼 義 或いは 義家 の 作 と いい 俺 
えと に か く 〈 千 年 ほど 昔 の も の . ⑤ 傍 の 浅い 洞窟 に は 田村 
刻 の 建立 , 伊達 家 の 再 建 に な る 昆 沙門 堂 が あっ た が , 絶 
戦後 , 浮浪 者 の 失火 か ら 焼 失 し た . ② 右 は 岩窟 の 横手 に 
ある 茅 茸 の 不動 堂 . 野趣 た っ ぷり な 木 膨 の 不動 章 が ある . 
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的 企 量 出 居 無 叶 9 . や . 情 革 交 
握 公 駆 G く 診 角 ヨン 8SG 色 朗 拓 
避 m 宮 . 丘 四 和 を 軍 棚 つ Q 拓 る 滑り 
財 G 刻 ヨ 素 公 編 抽 . 押 っ 親 妃 陣 三 G 
や いせ 誤 下 型 画 to 色色 尺 っ 聴 N 
り 三 由 介 六 撮 G 交 革 多 や し m . 加 
に 
的 うっ 愉 う っ 旧 色 本 で ポ G 所 ユ 図 人 
ミ 握 担 り 医 人 の . 下 ヨ ヨコ ヨ が 刀 凡 型 全 
ゴ せ コ HG さ VSGG 足 つつ コン ieS ふ 
人 各 っ 看 編 り 帳 交 押 餅 や 団 っ 但 で 
や . 維 革 男 と ン と 玉 GGMSGU . 摂 
に 
記 . つ SS GSG 上 苦 せ 則 人 色 求 加 き っ 二 
SE NO 友 搬 いり 経 問 台 導 妃 二 や 棚 き し や 
層 か ヨ 交 下 索 他 じ 宰 つつ 所 札 せ 来 で 
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還 間 現 


関山 中 末 寺 を 全体 と し て 
眺め れ ば , 堂 塔 四 十条 宇 
僧坊 三 百 余 宇 と 記さ れる 
藤原 氏 串 時 の 面影 は 今 は 
あと か た や ゃ ない. 四 代 泰 
衡 の 減 亡 後 , 玉泉 諸 寺 は 


頼朝 の 命 に よっ て 保護 さ 
れ た が , も ゃ は や 邊 年 の 繁 
栄 に 立ち ゃ どる べく や な 
か っ た . 中 尊 寺 で は 1337 
年 の 野火 が 金色 堂 と 経蔵 
の 一 部 だ け を の こし て 山 
内 の 建築 を 焼き つく し た 


〇 参道 . 学校 へ ゆく 僧坊 
の 子供 た ち が 隆 り て 來 る 
⑧ 本 坊 の 門 . ③ 関 山中 前 
寺 の 参道 へ の 入口. 登り 
ロ は や や 急 な 坂道 で 月 見 
坂 と 呼ぶ .①④ 本 坊 あ き の 
池 で , 坊 の 婦人 が し きり 
と 茶碗 を すす いで いる ・ 
水 の と ぼ し い 土 地 で ある ・- 
⑤ 本 坊 の 隣 に は 池 を 前 に 
薬 師 堂 . 更に 進む と や 
や ひら けた 場所 に 弁天 堂 
や ⑤ そ の 他 の 営 舎 が あ る. 


① 人 金色 堂 . いま 外部 か ら 
見 る の は , 金色 堂 そ の も ゎ 
の で は な く て 飛 堂 で ある . 
1288 年 銀 倉 幕府 の 特 軍民 
康 親 王 が , 金色 堂 の 損 壌 
を 惜しむ の あま り 径 堂 を 
建て させ た . それ まで の 
百 六 十 余年 , 金色 堂 は 直 
接 風 下 に さら され て いた . 
②⑫ 鏡 楼 .・⑤ 大 金堂 天 附 近 
左手 に 弁天 堂 . 向う の 樹 
間 に 痴 陀 堂 と 鐘楼 .。④① 弁 
天堂 . むこ うに 見 える の 
は 宝庫 . ⑯ 金 色 堂 の 軒下 
か ら 経 蔵 を 見 る . ⑦ 大 長 
玄 院 西谷 坊 と , の 門 
現代 の 中 部 寺 に は , 本 坊 
を 含め , 1337 年 の 大 火 の 
後に 再興 し た 十 八 の 陸 が 
ある . 一 山 に 佳 む 者 お よ 
そ 百 人 . 十 八 人 の 人 は み 
な 毒 薄 し て いて 各 院 は 世 
競 制度 に な っ て いる . 大 
長 奏 院 は 経蔵 の 別当 で 最 
も 古い 院 で ある . この 院 
の 二 十 六 代 の 住職 心 攻 は 
玉泉 が 頼朝 の 手中 に 落ち 
た 時 , 中 章 寺 の 保護 を 願 
っ て 発走 し た と 吾妻 鑑 に 
記さ れ て いる 人 だ . 建物 
と し て いち ば ん 古い 坊 は 
1 頁 の 法 泉 院 小 前 沢 坊 で 
元 息 年 間 の 建築 . これ は 
普通 の 農家 の よう で ある . 


記録 に 残る 三重 池 の 跡 
と 信 え る 場所 . 関山 の 麓 
で 中 央 の 木立 が 中 島 の 跡 
と いう が , 確か で は な い . 


西 物 見 の 台地 に ある 白 
山 御 証 (左手 ) と 伊達 家 が 
富 進 し た 能 集 堂 . 例祭 に 
は ここ て 能生 を 奉納 する - 


⑧ は 薬師 堂 境内 の 宝 - 
④ は 航 尊 院 曹 地 に あり , 
に 安 四 年 と 記さ れる 五輪 
塔 . 在 鉛 の も ゃ の と し て は 
罪 常に 古い も の の 一 つ - 


⑤ 中 郊 寺 の 鐘 . 建立 当時 
の 鏡 は 1337 年 の 大 火 て 矢 
れれ , 再び 鏡 造 し た も の ・ 


関山 に は 物 見 と 呼ば れる 
見 晴らし の よい 場所 が 二 
つ あ る . 東 物 見 〇 か ら は 


衣川 と 北上 の 合流 点 , 北 
ち 上 の 上 流 一 環 が 見 渡さ れ 
2 あれ ey ちゃ Sewz し < 。 9 し 。 ーー 人 は 1 A 西 物 見 CD ヽ ら は 衣川 の 流 
mm ここ 79 ee 3 ーー 域 と 奥 包 山脈 が 望ま れる ・ 


を の かさ 1 
の 
し 記 


まま ク 
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も う 寺 寺 
医 王 山 毛 越 寺 金剛 王 院 は 


二 代 基 衡 の 建立 . 吾妻 鑑 
に は 基 衡 と 本 尊 薬師 の 製 
作者 運 鹿 と の 交 涼 が 世 べ 
て ある . その 記す 所 に よ 
れ ば , 基 衡 の 運 妥 に 対す 
に 吉 和 百 
尻 , 水 攻 皮 太 本 枚 , 安 

達 絹 千 下 , 衝 婦 細 布 二 千 
端 , 狂 部 の 駿 馬 五 十 足 , 
白布 三 千 端 , 信夫 毛 地 提 
寺 半 呈 そ の 他 山海 の 珍 物 と 
生 美 絹 で あっ た - 奥 狗 の 
物産 を 宴 うに 足る . と こ 
ろ が 運 謙 は まだ 練 絹 を ほ 
し が っ た の で , 基 衡 は 謝 
乱 が 少 か っ た か と 驚き 慌 
て , 練 絹 船 三 想 を 状 っ た . 
① 本 坊 .・⑤ 大 泉 池 を めぐ 
る 芝 地 に 建つ 強 行 堂 . ⑤ 
円 隆 寺 と 号 し た 金堂 の 

④⑤ 華 表 な 寝 殿 造 寺院 の 
な ご り は た だ 廣 い 芝 地 に 
の こる 堂 塔 の 礎石 , 龍頭 
針 首 の 船 を 浮 べ た と いう 
大 泉 池 と 池 の 石 組 の み . 


毛 越 寺 に は 古い 形式 の 沈 

昧 勤行 が 遺 り , それ 
に 伴っ て 法 生 延 年 舞 を 供 
す 吾 し が ある . これ は 旧 
正月 二 十 日 の 行事 だ が 偶 


た ち は と くに 舞 の 数 番 を 
花 の も と で 見 せ て くれ た ・. 
〇 延 年 舞 「 花 折 」, 見 舞 と 


ゃ いう . ぐ ③⑧ 勅 使 舞 .③ 臣 
舞 の た め に 太鼓 を 打ち な 
が ら 唐 拍子 環 を 唄う . 歌 
詞 の 若 二 は チベット 語 だ 
と や ゃ いう が , と も か く 日 

語 と し て は 理解 で き な 
い . 舞 栄 は 世 朋 で つた え 
られ , この 種 の も の で は 
現 胡 最 古 の 畠中 と され て 
いる が , 今 は 名 の み 師 
っ て 記 れ られ た 曲 も 多い < 


衣川 ①⑨⑥. 下 泉 は この 川 
央 に ゃ 延び て いた . ⑨⑥ の 
対 央 は 中 部 寺 の ある 関山 


5 無量 光 院 直 . 三代 秀 衡 
が 宇治 斑 等 院 を 模 し て 建 
て た と いう . 朱 字 池 境 
内 も いま は 田園 に な っ た ・ 


委 到 搬 匿 思 G 党 1 
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る ③ 

後 年 建て ら 
あり , 義経 

お それ て 自害 
ここ か ら 

三條 吉 次 季 

人 物 で ある 、 
清衡 , 基 衡 の 
居館 で あっ た 柳 御 所 は い 
河床 に な っ た . 


に は , 
党 が 
た 金 南 で , 秀 衡 の 
に 鞍馬 の 義経 を 斑 泉 ・ 
伴っ て 來 た 
代 秀 衡 の 屋敷 玉 . 金 
鶏 山 の 東 , 無量 光 院 の 近 
あっ て 何 殺 御 所 と 呼 


く [ 


た 涯 を な し て い 
た 所 と いう . 
北上 の 悠々 た る 流れ と 対 
に 東 箱 山 が 望ま れる ①.. 
復 し 
め ( 


吉 次 は 奥州 と 京都 の 間 を 


ば れ た ゃ の . 徐 衡 め 


春の 屋敷 寺 と 佑 え られ る ・ 
に 佳 ん だ - 
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生 ( 

③④ 長者 ヵ 原 ・ 
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〇 ① 人 後 より みる 北側 面 ・② 
扉 を あけ た 背面 . ⑧ 南 角 
か ら み る 前 扉 .④ 北 側面 - 


軒下 の 本 は , 緊 権 で 二 

下 の 地 極 , 上 の 飛 格 査 と 
も に 角材 で 軽快 な 肥 り を 
あつ. 円 欄 , 長押 三 ツ 
科 組 村 横 加 純 質素 な 本 
業 股 , 両開き 板 扉 と 出 衝 
双 多 上 内 な ど , すべ て 和 接 
て あぁ る. G 


瓦 . 数 枚 つ づき の 一 木彫 - 
⑨⑤ 側 面 の 扉 を あけ て 内 部 
を 覗く と , 薄暗い 中 に 億 
像 の 立ち 並ぶ 内 陣 が 浮 ぶ - 
⑦ の 金 杭 は 先 年 ま て 清衡 
の 遺骨 を 収め あて いた ゃ もの. 


堂 の 内 外 , すべ て 粗 布 を 
張っ て 厚く 漆 を 置き その 
上 に 人 金 洒 を お し た の だ が 
今 は 黒 浅 の 傷ん だ 肌 を 忠 
少し て いる - 僅か な 人 金 答 
が まだ 残る が , 黒ずん で 
眼 に つか ず , た また ま 印 
落す る も の が 光 の か げん 
で きら り と 輝い た りす る .・ 


② は 秀 衡 壇 , ③ は 基 衡 壇 . 中 央 須 台 壇 に 
比べ る と 見 劣り が する . 左 壇 は 様式 か ら 
見 て 右 壇 よ り 古 く 三 代 秀 衡 の 壇 と 舘 え る 
の は ふし ぎ な の で , 実は 左 が 基 衡 者 だ が 


左右 の 呼称 を 誤っ た も の と 解 さ れ て いる . 


必 則 邊 | い al EEHNTTI1 六 履 旧 


堂 内 に は 三 つ の 須 殖 壇 が ある . 内 陣中 央 方 一 問 が 初代 清衡 の 壇 . 向っ て 右 基 衡 壇 と 左 秀 
衡 壇 と は 二 代 三 代 の 当 主 が 各々 造り 加え た ゃ も の. 各 壇 の 下 に 描 が 了 め て ある . 壇上 に は 
それ ぞ れ 阿 陀 大 を 中 心 に , 脇 侍 , 二天 , それ に 六地蔵 を 配 する . 余す 隈 も な い 辺 然 た 
る 潤 基 の 中 に 極楽 津 土 を 表現 し た も ゃ の で あっ た . だ か が 今 は 金 簿 や 螺 細 $ も お お か た は 落ち 
欄 の 韓 絵 も や 艇 せ て , 党 は 黒 と 朽木 色 と 淡 赤色 と の 沈ん だ 調和 の う ち に 寂び た 姿 を 見 せる ・ 


っ 7 
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〇 内陣 欄 の 部 分 . 内 陣 桂 
は 環 苺 で 四 区 に 区 害さ れ 
漆 地 に 圭 絵 や 螺 細 の 象 所 
て 矯 形 や 宝 相 酸 交 様 を あ 
ら す . 亀裂 を 防ぐ た め 
桶 の よう に 数 枚 の 板 を 委 
め て 中 空 に 作ら れ , 十 林 
層 に ゃ も 途 っ て ある . ② の 
よう に 破損 し て いる 所 で 
は その 手法 が よく や かる. 


央 内 陣 の 天井 は 支 輪 
で 折り 上 げた 小 組 格天井 . 
金 洗 を お し て ある . 左右 
増 は 板張り の 天井 で 外 陣 
は 化粧 屋根 裏 に 繋 虹 深 . 


③④ 勾欄 は 紫 樹 の 薄 片 で つ 
つみ 螺 細 を 施し た も の だ 
が ほとん と 剣 落し て いる - 
架 本 や 斑 桁 の 形 な ど は よ 
く こ の 時 代 の 様式 を 示す - 


盛 期 の も ゃ の らし く 美 し い 
曲線 を も つ . 打出 金具 の 
孔 笑 と 宝 相 華 の 意匠 は 格 
狭間 ご と に 変化 を みせ る ・ 


〇 内 隊 桂 の 欄 頭 ・ 三 ツ 社 
組 の 形 が よく 分 る . 螺 良 
て 宝 相 華 交 機 を あら わす ・ 


の 透 膨 地 に 泊 陵 頻 
彫 に な る - 格 狭 間 の 曲線 
に 通う ふく ら み の ある 形 - 


⑥④ 長 押 , 無 目 , 頭 條 の 
宝 相 開 交 様 。 〇 は 氏 名 を 
⑨ は 金具 を も ゃ ちい た 部 分 - 


① 右 壇 , ⑦ 左 壇 の 天井 
⑦ の 方 は 中 央 壇 の 長押 に 
ゃ たせ か け て お り , ⑦④ の 
は 中 央 壇 長押 を 切り 込ん 
で いる . 左 壇 , い ゆ る 
秀 衡 壇 の 方 が 丁寧 な の で 
これ が 時 代 も 古く 実は 基 
衡 壇 だ と の 解釈 を 強め る - 


⑥③⑨ 勾 欄 の 束 . 螺 鍵 の 后 
落し た あと に 技巧 の 時 代 
差 が 窟 え る . ⑥ は 細工 を 
惜しま め 中 央 壇 . ⑰ は 具 
の 隙 を 漆 で 埋め て 仕上 げ 
た 脇 壇 . ③ は 復元 し た 東 - 


①② 経蔵 は 三代 が 奉納 し 
た 一 切 経 三 部 を お さめ た 
堂 . 当初 は 二 万 巻 も あっ 
た ろう と いや われ る が , 或 
は 焼失 , 或 は 散 名 し て 残 
る の は 二 千 八 百 人 巻 足ら ず 
で ある . 経蔵 の 建物 も ゃ 
と は 二階 造 だ っ た が 1337 
年 の 大 火 で 上 層 が 失わ 
た . 当時 の 用 材 が 一 部 に 
残っ て いる が , それ か ら 
推し て 建物 の 帝 飾 は 極 条 
色 だ っ た こと が 分 る . 経 
は 三方 の 所 に 政 あめ て ある. 


須 紙 壇 は 八角 形 . 金色 望 
の それ と と ゃ に 和 様 須 到 
壇 の 典型 的 な 美しい ゃ の . 
格 狭間 の 浮 彫 は 迎 陵 頻 箇 . 


③⑨③ 須 台 寺 の 細部 . 螺 細 
三 鉛 杵 .④ は 三 鉛 
鈴 を それ ぞ れ 廊 様 化す る . 


金色 堂 の 條 像 は , 中 央 壇 
の ゃ も の が 最も 優れ て お り 
ふ ぶ ふくよか で お ち つ いた 感 
じ を 持っ て いる . 時 代 の 
違い と で も いう ゃ の か 左 
右 壇 に は この 感じ が 薄い - 


③ 中 央 壇 の 本 交 . 上 品 上 
生 の 阿 問 陀 如 來 . 光背 は 
他 の 人 像 の ゃ 同様 だ が 後 
代 の 作 .⑤ 同 壇 六 地蔵 前 
の 一 つ . 後生 の 光背 は 取 
り 去 っ て みた . ③④ 同 壇 多 
聞 天 . ⑥ 右 に 対 應 する 持 
國 天 . 一 説 に は この 二 像 
を 持 園 お よび 増長 と する 
① 同 壇 の 脇 侍 の 一 つ , 大 . 


勢至 菩薩 . 後 補 の 宝冠 や 
光背 を は ず し た 次 で ある . 


⑧ は 本 坊 の 本 部 阿 痴 陀 如 
來 . 銀 倉 初期 の 作 と 推定 
され る ゃ の で , 高 さ 九 尺 


三 二宮 木造 湊 和 . 両 肩 
両 膝 は 取外し で きる . 関 
伽 堂 の 薬師 や お な じ 手 法 . 


① 一 字 金 輸 大 日 如 挫 . 俗 
に 人 肌 大 日 と 呼ぶ . 藤原 
期 の 作 で , 秀 稀 念 持 人 矯 と 
介 え る 中 尊 寺 の 秒 億 . 木 
同 て 高 さ 二 尺 五 寸 .② か 
ら ゃ 分 る よう に , 像 は 背 
面 を 欠き , 体内 は 空洞 で 


ある . 修身 は 肉 色 , 眼 に 
は 玉 眼 を 入れ , 唇 と 燃 は 
紅い . 女体 を 思わ せる そ 
の 柔らか な 質感 の た め に 
よく 知ら れ た 修 像 で ある . 


⑤⑧ 千 手 堂 安 置 の 千 手 観音 . 
藤原 期 の 作 . 一 山 の 立像 
中 最も 大 きく 高 さ 大 尺 余 - 
@ 瑠 璃 光 院 所 管 の 金融 界 
大 日 如 來 .。 中尊寺 諸 億 像 
の 中 で 最も 古く 藤原 初期 
と 思わ れる 落着 いた 感じ 
の 秀作 . 一 木彫 一 尺 九 寸 - 
③④ 開 伽 堂 釈 迎 如 来 . 本 坊 
の 阿 痴 陀 と 同じ 時 代 . 寄 
木造 漆 塗 、 高 さ 九 尽 三 寸 . 
⑯ 婦 薬 師 党 薬 師 如 來 . 素 
朴 で 前 者 より 古い 寄木 
造 漆 答 . 高 さ 八 尺 九 寸 余 . 


金色 堂 の 注 須 具 , その 他 
備 具 の 若干 は いま 宝庫 に 
ある . ① は 宝 應 に 残さ れ 
た 五 種 の 木 膨 光 背 の ー つ , 
六 地 式 の も ゃ の と いれ る . 
現在 の 金色 堂 條 像 光背 は 
伊達 家 が 作っ た ゃ の て 接 
式 も 手法 ゃ 本 体 と は 異 る . 
⑫ 透 彫 八 槻 天蓋 . 木製 で 
径 二 尺 七 寸 余 .・ こ れ ゃ 美 
し い 宝 相 華 を 彫る . 概 し 
て , 金色 堂 の 螺 細 , 金具 , 
木彫 等 に 見 られ る 宝 相 華 
文様 は 藤原 盛 期 の 様式 を 
よく 代表 する も の で ある . 
③ 金 色 堂 に も ちい た 疫 . 
立 当 初 の 作 と み ら れ る . 
③④ 金銅 柄 香炉 破損 が 少 
い の で , 藤原 期 柄 香炉 の 
めずらし い 遺 品 だ と いう - 
⑤ 経 蔵 の 螺 氏 専 . 螺 名 は 
今 一 脚 この み 残 る . や は 
り 創 建 当 時 の 作 で あろ う . 
⑥ 金 銅 透 彫 の 幡 頭 . 宝 相 
華 の 地 に 天 人 を あら わす . 
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〇 石綿 を 所 が し て ゆく と 
次 第 に 遺体 が あら れる. 
② 皮 膚 の 表面 を 筆 で 擦っ 
て 微生物 の 採集 を 試み る . 
③ 石 綿 を 除き お わっ た 選 
藤 . か る く 〈 膝 を 曲げ た 安 
ら か な 姿勢 . 以上 は 基 衛 [. 


④ 清 秘 の 頭 部 . 他 の 部 分 
に 比べ , 保 衣装 態 が よい . 


⑤ 左 か ら 基 衡 , 忠 衡 の 首 
級 , 秀 衡 の 順 . どの 思 体 
ゃ 内 臓 を 欠く が , 人 以 的 
に 摘出 し た も の か 知 か は 
不明 . それ は 晴 や 虫 に よ 
る 損傷 が ひど く て , 内 騰 
の 欠如 は か れ ら の 仕業 だ 
と ゃ 思わ れる た めで ある ・ 


⑥ 秀 衡 の 形 の 整っ た 手 . 


⑦ 忠 衡 首 級 . これ が 実は 
兄 泰衡 だ と する 玉 な 理由 
は , 額 か ら 頭蓋 を 貫く 孔 
が あっ て , 泰衡 の 首 が 殺 
で 打 た れ て 暖 さ れ た と い 
う 史 実に 合う こと で ある - 


〇 ① 詞 体 の 表面 を さま ざま 
の 薬品 て 拭き , 抽出 し 得 
た ゃ の を 調べ る . な お 中 
体 に は , 朱 や 漆 を 用 いて 
保 牌 を は か っ た 痕跡 は 全 
く な か っ た . これ は 基 衡 . 


〇 秀 衡 の 選 体 の レン トゲ 
ン 撮 影 . 歯 の 状態 か ら ゃ も 
年 齢 や 人 種 的 特徴 を 見 分 
けら れる . 清 衛 , 秀 衡 の 
場合 は 一 部 で ある が 指紋 
を と る こと に 成功 し た - 


各 中 体 の レン トゲ ン 写 眞 . 
⑤ 清 衡 の 頭 部 . 矢印 の 後 
頭骨 隆起 は , 武 作 法 や 
具足 の 彰 用 が 原因 で あろ 
う .(⑯⑩ の 基 衡 頭 部 同様 . 
⑥ 基 衡 の 頭 部 . 板 障 静 須 
管 ( 矢 印 ' が は っ きり 見 え 
る の は 脳 圧 の 上 昇 を 示す - 


④ は 清衡 の 上 腫 骨 . 左腕 
(むか っ て 右 ) に は 骨 の 破 
壊 が 見 られ , これ は 皇 映 
不随 の 状態 を 推察 させ る - 
⑦ 基 衡 の 腰部 . 骨盤 内 に 
環 列 や 装 範 品 が 写っ て い 
る 挿入 し た も の か 硝 の 
運ん だ も の か 必 か ら な い - 


⑤ 忠 衡 の 首 級 . 実線 矢印 
は 釘 を 打 た れ た た め の 前 
頭 世 の 孔 . 点線 矢印 は 生 
前 うけ た 傷 と 推定 され る . 
⑧⑱ 秀 衡 の 胸椎 .。 中 央 に 見 
える 暗い 部 分 は , 骨 剛 炎 
性 脊椎 炎 の 症状 を 呈す る . 
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で 基 衡 の 選 骨 を 包ん で い 
た 小袖 の 残 欠 を 整理 し て 
原形 に 近づけ た ゃ の . 白 
斑 絹 の 鈴 仕 立 で , 般 は い 


や ゆる “もじり 和 袖 で ある . 


@ 基 衡 反 の 底 に 敷 か れ た 
錦 の 断片 ・ 地 色 は 人 金 茶色 
に 残り , 六 様 は 藍 , 薄 縛 
薄 経 , 白 の 四 色 で 織り 出 
し て ある ・. 地 色 は は じ め 


紅色 だ っ た か ゃ も し れ な い . 


文様 か ら 和 受け る 感じ は 藤 
原 時 代 の 織物 より も ゃ むし 


ろ 奈 良 時 代 の それ に 近い . 


③ 清 衡 の 杭 か ら 発見 され 
た 芋 先 金 と モッ 金 . 金 と 


銀 を も ゃ ちい た 精巧 な 細工 . 


④ 添 李 の ある 下 刀 . 一 ロ 
は 刀身 の み .・ い ずれ ゃ 清 


衡 祝 か ら 出 た が 靖 は な い . 


⑤⑥ 上 の 大 刀 の 柄 . 赤木 に 
薄 と 蜂 と を 提 く 螺 細 婦 の 
優雅 さ に , 目 吐 の 紅 染 組 


紐 は ふか さわ しく な く 太 い - 


⑥ 刀 装具 . 上 は 藤原 趣味 
の 蜂 の 螺 組 文 を 施し た 柄 


で , 清衡 模 よ り で た も の ・ 


他 は 鹿角 に 膨 九 し た も の 
て 基 衡 桶 か ら で た . これ 
ら は 明らか に 帳 夷 文様 で 
ある . ⑦ 清 衡 の 枕 . 絹 綿 
を 芯 に し , 至 絹 で 三重 に 
くる む . ⑨⑤ 秀 衡 の 枕 . 詰 
物 や 表 の 布 は 失わ れ て 記 
木 の み 残 る . ⑨ 訪 珠 .・ 一 


連 の も の と 下 百 は 清衡 反 


他 は 基 衡 桶 か ら 出 た , 技 


巧 を こら し た も の で ある ・ 
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で 昌 JSS 暑 内 僚 国 / K 遇 羽 放 り Q 
趣 直 誠 尋 りう 0 の りう 9 手羽 が の 
っ う 愉 7 総 襲 紅 人 る 如 で 糞 つ お 旦 稲 務 
っ ?7 欠 肖 べ 胃 了 時 - の 彫 遇 9 玉 り と 
立 半 四 お る mA いつ お 宏 所 人 
正秋 表 天 や G り の りお 計 ン / の 層 時 
妖刀 %G 宮 あめ 称 肖 X@ の の う Sortm9 

件 喘 り う * 凍 層 青 轄 到 の の 半 ひ や 所 
SG が SG 革 演 僚 の … 避 男 お で りう yo 

天 所定 6 郡 寺下 時 人 る 四 制 革 
いよ (ICP で ISK さ OAINK 計 | 
革 G 菊 家 の う 心 り の 穫 SopQ り 0 
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を 宛 朋 還 か 内 握 称 下 おう 9 p 
りや 全 旨 人 竹 民 く *G 半 下り 弄 只 
や 8 っ 導 玩 の 人 S で 7 人 や 層 KO 打 0 
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の 代り 下 玲 邊 る 敵 か Q PAS 


ー 


約 四 十 


吐 の 箱 を 腹 に の せ , 何 米 歩け る か を きそう - 


泉 で は 春の 祭り が 賑やか ! 
① 創 舞 は この 時 の 行事 の ー つ で 


けん ほぼ い 


り が 現われ て , 世に は び こ る 悪 盛 ども 


)④⑳⑥ を 隆 伏 させ る と いう 喘 で ある .- 
慶 鮮 も 祭 の 催物 . 人 鮮 を 結び つけ た 


な る と , 至 


行 れ る . 
風習 で 由来 よ は よっ きり 分 ら な い が , お 釈 


若者 が 集 り , 大 道 で 踊る . 衣川 村 に 残さ れ 


人 


た 


中 前 寺 能 楽 と いう の は 寺内 白山 廷 に 
奉納 する 御 御 事 能 で ある . 喜多 流 に 
属し 各 僧 坊 は 持ち 役 を 世 競 し て いる . 
先代 に は 衰え た が , いま の 住職 た ち 
は また 能 を 盛ん に し よう と し て いる . 
も と や ゃ と 壇 家 の 少 い 中 前 寺 に と っ て 
は (村民 の 七 割 まで は 昔 か ら 査 玉 寺 
と いう 眞 言 宗 の 圭 の 壇 家 で ある ) こ 
うい う 生 きた 催し 物 で 地方 民 の 関心 
を 上 繋ぎ と め て お く こ と が 必要 で ある . 


⑤① 春 の 祭 に 能 業 を 素 納 する . この 時 
の 王 な 催物 は 新作 能 「 秀 衡 」. ⑤ 
いつ ゃ は 競 か な 山 も さす が に 賑 う - 


能 番 組 の は じ め に ある 古 実 式 三 番 . 
⑥ 開 口 , ④ 説 詞 , ⑤ 老 女 , の 各 場面 . 


〇 ①@⑤⑥ あ ちこ ち に み ら れ る 虹 家 風景 . 壁 に 寄 
せ か けた 白い 束 は 皮 を むい た 大 麻 . この 辺 
り は 了 及 作 り を 副業 と する 家 が 多い の で ある ・ 


⑤ 櫻 並 本 の 美しい 旧 國 道 - 北上 の 渦 藩 に 損 
れる こと が 度 重 な っ て , つい に 見 棄て ら 
れ た 人 道 . や が て は 崩れ て し まう こと だ ろう - 


(《④⑤ 藤 原 三代 が 玉泉 に 移植 し た 京都 風 の 地 
名 の 多く は 消 減 し て し まっ た が , まだ 生き 
残っ て いる も の も ある . これ は その 一 例 だ 


〇 ① 麻 は 冬 の 間 に 閉 燥 させ 
で , 春 に な る と 田園 や 池 
の 水 に 三 , 日 漬け て お 
く . これ は 長者 ヵ 原 に て . 


計 
この 皮 を また 
に 淫 す . それ 
まし ご く と ③, 眞 白 な 和 
維 が 輝き 出る . し ご いた 
津 る よく 晒し て 打つ と 重 
い が 薄 園 綿 の 代り に な る . 


①④① た いて い の 家 で は 冬 


の 間 , 軒 に 味噌 玉 を 吊 す . 
豆 を 煮 て 潰し こう し て お 
く と 味噌 の 色 が 工 て なる. 


⑤ 子 供 た ち は 壁 に 害 せ か 
けた 護 の か げ て で て 遊ぶ. こ 
れ は ゃ う 皮 を 症 い だ 嘩 で 
束 の 上 に 漂 が 乾 し て ある . 


⑥ 関 山の下 の 鷹 い 道 を 面 
白い 馬車 の 一 行 が や っ て 
来る . 花 靖 と 花嫁 を 前 に 
午 ' ら せ , う し ろ に は ま 新 
し い 重 衛 や 盟 や 狙 を 積み , 
の ん びり し た 順 声 で 新婚 
を 披露 し て いる . 花 始ま 
は じ め と し , し た た か に 
酔っ た 一 行 は , や が て 物 
見 高い 子供 の 群 ま 従え て 
街道 の 聞 に 消え て ゆく . 
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